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住み慣れた地域で自分らしく。

医療人として、人として、暮らしと人生に寄り添う存在へ。

なの花薬局 東伊興店
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東京都足立区。都内5位の人口で店舗の

200m先は埼玉県という立地にある、なの花

薬局東伊興店。眼科・内科・整形外科・泌尿

器科・循環器内科などの外来処方せんのほ

か、店舗から離れた約10の訪問診療を行う

医療機関から応需し、東伊興店が担当する

在宅訪問件数は、個人宅60件、施設は340

件。その多くは医師や多職種からの紹介に

よるもので、新規クリニックからの飛び込み依

頼も少なくない。この日も医師が東伊興店を

訪れ、在宅訪問を開始する患者さまの手続

や情報共有が店舗の一角で行われていた。

相良薬局長は「薬剤のことを任せていただけ

る医療機関が多い」と話す。その理由は、往診

同行時や電話など医師からの問い合わせに

対して迅速かつ正確に答えること。薬剤に関

する提案を行うこと。「薬のプロ」としての対

応が、医師や多職種から信頼を得ている。

相良薬局長が大切にするのは「患者さまの話を傾聴す
る」こと。残薬の話から在宅訪問に発展するケースもあ
り、生活環境を含めた患者さまへの細やかな聞き取りと
多職種との情報共有を密にし、「Less is More」の精神
でポリファーマシーの観点から減薬提案や服用時点を
減らすなどの処方提案を考え抜く。患者さま・介護者・
与薬者すべての負担軽減を見据えた皆がWin-Winに
なる提案が、選ばれる薬局・薬剤師につながっている。

予定通りに服用できていない場合、純粋に飲み忘れた
だけなのか、飲みたくないと思っているのか、患者さま
への聞き取りを丁寧に行う。例えば降圧剤の場合は、
「今、血圧はどのくらいですか？きちんと飲んでいるから
安定していますね」など、何のためにお薬を飲むのかを
理解していただく工夫も大切だ。また、地域ケア会議や
クラウドツールで多職種と情報交換を行い、患者さま自
身が治療に前向きになるようチーム医療で支えている。

予後を宣告された終末期の高齢の男性患者さまを担
当。疼痛緩和のための麻薬が処方され、ご夫婦二人暮
らしのご自宅を訪問すると、疼痛のあまり男性がベッド
から落ち、奥様の力では起こすことができず困っている
ところだった。男性をベッドに抱き上げ、経皮吸収型麻
薬を貼って差し上げた。翌朝、奥様から苦しむことなく息
を引き取ったと、お礼の電話をいただいた。残された時
間に何ができるのか、希望される看取りに最善を尽くす。

在 宅 訪 問のエキスパート店 舗 。

患 者さま視点に立った「薬のプロ」としての

対 応が、医師からの信頼を得る。

「Less is More」。負担軽減に

つながる処方提案を考え抜く

お薬が必要な理由を丁寧に。

伝え方にも工夫を

患者さまとより近い距離感で

希望される看取りを叶えたい
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F E A T U R E D  P H A R M A C I S T　　若手薬剤師インタビュー C A R E E R  P A T H　　私のキャリアパス

大学の実習で在宅医療に興味を持ち、在宅医療に長年の実績がある、なの花
薬局を志望しました。合同説明会で人事部や薬剤師の先輩方の雰囲気が柔ら
かく、また、薬局も明るく穏やかな印象で入社を決めました。入社後、約1ヵ月間
の研修を経て、店舗に配属。1店舗目は在宅訪問の多い店舗でしたが、最初は
調剤業務から開始。門前の医療機関には多くの診療科があり、基本的な薬剤を
幅広く経験することができました。入社半年後には監査・投薬担当となり、疑義
照会になるケースでは、先輩薬剤師から現場の生きた知識を学びました。入社
8ヵ月目で東伊興店に配属、現在は外来の調剤と監査、在宅訪問担当として

往診同行や施設への配薬、個人の在宅患者さまを週1日担当しています。担当
する在宅の患者さまに排便コントロールに悩む方がいました。下剤を処方通りに
服用すると下痢をしてしまうため、患者さまは一包化した下剤をバラバラにし、
自己調節で服用している状況でした。そこで、患者さまの排便記録や生活環境
などをじっくりと聞き、医師に報告・相談しながら、適した下剤の調剤・服用方法
が見つかった時は嬉しかったです。何よりも患者さまが納得して服用してくださり
排便トラブルも改善、お役に立てたことを実感できました。今後も日々勉強を重ね、
処方提案を積極的にできる薬剤師を目指していきたいです。

患者さまと向き合い、

ご本人が納得する

処方提案を実現。
新人研修を経て、なの花薬局梅島店に配
属。調剤業務を通して、よく出る薬剤や用法
を学びました。当初は先発名(先発医薬品)
が覚えられず大苦戦。機器操作など、覚える
ことに精一杯の毎日でした。

監査・投薬を担当するようになり、処方内容
以外に疑義照会が必要になるケースが多
いことを知りました。薬学的疑義照会には
豊富な知識が求められます。先輩薬剤師に
頼りながら経験を重ねました。

薬局長を中心に先輩の皆さんに教えてい
ただきながら在宅訪問を開始。2ヵ月後に
は40人程度の施設の担当になりました。
また、「地域薬局」として店舗では健康イベ
ントも定期的に開催しています。

配属店舗が決まった頃の同期会！ 入社半年・疑義に気づける知識と経験 入社8ヵ月・東伊興店に配属
教えていただく知識には薬剤のことだけで
はなく、門前の医師の考え方や処方意図を
学べます。知識の幅が広がると投薬の際、
患者さまへのアドバイスの“引き出し”が増
え、成長を実感できます。

薬局長や先輩から学ぶこと

OJTトレーナーになりました。外来、在宅訪
問、新人教育をいかに円滑に行うか、業務
の効率化を試行錯誤中です。さらに、在宅
訪問のやりがいを感じ始めています。皆さ
んにご指導いただきながら自己研鑽に励
んでいるところです！

2年目・OJTで新人教育を担当　
担当患者さまの在宅医療をより良い形で
継続できるよう、サービス担当者会議への
参加をはじめ、医師・ケアマネジャー・ヘル
パー・ショートステイ先の施設職員など、多
職種との連携に主体的に取り組みました。

3年目・多職種との連携強化

子どもの頃から大好きで、社会人になり忙し

い日々でも“夢と魔法の国”で元気をもらって

います！プライベートでは友人と北海道旅行

などを楽しんでいます！

趣味はディズニーリゾート！　
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なの花薬局のCM（動画）の最後に登場する

「一人ひとりの、あかりになる。」店舗は、東

伊興店です。俳優の福地桃子さんが店舗前

に！撮影の舞台裏を知る貴重な体験でした。

東伊興店がCMのロケ地に！
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なの花薬局 東伊興店

菊本 裕子  Yuko Kikumoto
2023年入社
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F E A T U R E D  P H A R M A C I S T　　中堅薬局長インタビュー C A R E E R  P A T H　　私のキャリアパス

学生時代から在宅医療に精通した薬剤師になりたいという思いがあり、黎明期
から在宅医療に力を入れている、なの花薬局への入社を決めました。入社後、
希望通り在宅訪問の多い店舗に配属となり、求められるスキルを学びました。約6
年間所属し、3年以上薬局長を務めた新百合ヶ丘店を経て、現在は、鶴川大通り
店で薬局長とエリア副ブロック長を兼務しています。薬局長として店舗職員のマ
ネジメントや店舗運営に力を入れるとともに、副ブロック長としてはブロック内の
シフト調整をはじめ、マイナ保険証の利用率向上施策や2年目薬剤師の学術研
究の補佐、さらに、在宅セクションの研修運営チームとして新人の在宅研修等の

企画運営を担当。ブロック全体や若手薬剤師の教育に携わることができ、新たな
やりがいを感じています。かつて新人だった私に在宅経験の機会を与え、社内の
在宅委員会に推薦してくれた上司のように、これまで私自身が積み重ねてきた
店舗や在宅訪問での経験を後輩薬剤師の育成に役立てていきたいです。副
ブロック長としての経験は浅いですが、会社全体に関わる事柄をみていく難しさ
を感じる一方で、会社を動かしていく役職に魅力も感じています。薬局長として現
場の状況を把握しながら会社の事業推進会議に参加できるため、現場の代表と
して会社全体のことを考えられる、視野の広い薬剤師を目指していきたいです。

患者さまの　　　　　　　　　
生活環境や想いを
汲みながら
信頼を重ねる在宅に。

副ブロック長　兼
なの花薬局 鶴川大通り店　薬局長

荒川 夏織  Kaori Arakawa
2017年入社

当時は集合型研修だったため、北海道札
幌市にある宿泊研修施設で記念撮影。全
国に広がる同期と親睦を深めながら医療
人としてのマインドや社会人のマナーを学
びました。

外来対応、薬剤の在庫管理などの業務と
並行し、薬局長や先輩薬剤師が担当する
高齢者施設・個人宅の在宅訪問を十数件
ほど経験。間近でスキルを学びました。

当時の薬局長に掛け合い、社内の在宅委
員会に推薦してもらいました。本来は4年目
以降から加入できる委員会。若手のチャレ
ンジや積極性を評価してくれる社風に感謝
しています。

入社直後・北海道での新人研修 1年目・武蔵新城店 2年目・在宅委員会に加入
服薬期間中のフォローが義務化される前
に、コミュニケーション学会で在宅チームに
て症例を発表。多職種との連携は在宅訪
問に不可欠であり、他の薬剤師の関心も高
く、様々な質問を受けました。

3年目・学会発表
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「健康サポート薬局」認定の取り組みとして
地域包括支援センターからの依頼を受け、
健康イベントを企画・開催。地域の皆様に
お薬の飲み合わせや、おくすり手帳の必要
性などを講演しました。

3年間をかけて臨床研究を行い、学会で発
表ができるように教育する「CReST（クレス
ト）2チーム」に所属し、2年目薬剤師の学術
研究をサポート。3年目で研究発表会を行
います。

3～4年目・地域の健康イベント 7年目・社内臨床研究発表会
新型コロナウイルス感染症の5類移行後、地
域の健康イベントが再開し、なの花薬局の
「子ども薬剤師体験」は大盛況！お薬相談
や栄養相談にも多くの人にお立ち寄りいた
だきました。

8年目・子ども薬剤師体験

同期とは仲がよく、産休・育休を取得中の仲

間もいます。他店舗の同期の薬局長は、今も

毎日連絡を取り合うほど。何でも話せる同期

がいるのは心強いです。

同期の絆！ 何でも話せる仲です！
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